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橫光利一 年 文學的生涯 大 初期 新感覺派文學時代 中期 新心の は まかに の の、 、

理主義文學時代 純粹小說論 時代 三 分 考そして の つに けて えることができる、 作家どの の。

仁荷大學校 人文科學硏究所 專任硏究員

本稿 橫光利一 新感覺派時代 彼 文壇 作 蠅 日輪 發表 年において の は の デビュー や が された から、 、

新心理主義文學 代表作 鳥 機械 發表 年 新心理主義時代 鳥 機械 發の や が された まで は や が、 、

表 年 純粹小說論 發表 年 純粹小說論 時代 純粹小說論された から が された まで そして は、 、

發表以降 分 考 時期區分 本稿 分 方の というふうに けて えることにする どの もそうであるように での け も。

便宜的 分 方 橫光利一 硏究史 中 一般的 見方 通用ではあるが このような け はおそらく の の で な として でき、

思 但 當然 新感覺派時代 新心理主義時代 移行期 新心理主ると われる し のことではあるが から への や。 、 、

義時代 純粹小說論 時代 移行期 前後 文學 線 引 斷絶から への は それぞれ の がはっきりと を くように した、

形 現 移行期 前後 過渡期的文學 形態 混在で われるわけでなく それぞれの にその をつなぐような の が して、

現 例 神谷忠孝 橫光利一 新感覺派時代 橫光利われるということをことわっておく えば は の について。 、 、

一 新感覺派時代 大 日輪 大正十年 上海 書 終 昭和六年の は ざっぱに にとりかかった から を き わる、 、 、

考 方 一般的 神谷忠孝 橫光利一論 双文社出版 年 頁までとする え が である としている。   、 、 、 。

分 方 基準 考 橫光 新感覺派時代 年 新心理主義文學 代表が この け を にして えると の は までとなり の、 、

作 鳥 機械 發表 年 考 合 一年間 時期 重である や が された と え わせると の が なることになる しか、 。

實際 作品分析 新感覺派時代 最終作 言 上海 中 橫光 新心理も の のレベルからしても の と われる の には の、

主義文學的特徵 樣 形 現 新心理主義 出發作 鳥 中 橫光 新感が 々な で われており また の である の にも の、 、

覺派的文体 特徵 殘 新感覺派時代 新心理主義時代 移行期 過渡的文學 混の がまだ されており から への に の、

在形態 現 十分 確認が われていることは に することができる。



場合 橫光利一 文學的生涯 時期 時期 特もそうであろうが の も それぞれの ごとにそれぞれの を、 、

徵 文學的內容 展開 勿論 同時 轉換期 間づける が することは だが それと に それぞれの の をつな、 、

文學的特徵 混在 形 現 言ぐような が した で われることは うまでもない しかしそれにもかかわら。

作家 文學的生涯 全体像 特徵 効果的 捉ず ある における の やその をより に えておくためには そ、 、

作家 文學的生涯全般 分離 解体 統合 一連 作業 行の の を し また させる の を っていかなければ、 、 、

ならない。

本論 改 議論 橫光利一 自分 新感覺派文學時代 新心理主義文學時代で めて するが は の から へ、

轉換期 芸術 離 文學 目指 時期 規定 新心理主の を から れて を した であると する また、 。 、

義文學時代 純粹小說論 時代 移行期 芸術 文學 異 小說 意味から への に や とは る の につい、

語 始 橫光 作家的態度 時期 完全 変て り める それでは の は それぞれの ごとに に っていったの。 、 、

單 術語 変 自分 文學世界 特徵 說明 直 過だろうか それとも に を えて の の を し したに ぎないのだ、 、

答 歸結 橫光 自分 文學的生涯 轉換期ろうか その えがどちらに するにせよ が の の をそれぞれ。 、

芸術 文學 文學 小說 目指 時期 說明 事から また から を した として していることは、

實 意味 議論 彼 作家的活動 本領 明 上であり その について することは の の を らかにする でも、 、 、

當時 文壇史的狀況 明 上 非常 重要 手また その の を らかにする でも に な がかりになるだろうと、 、

考えられる。

本稿 大正末 昭和初期 日本 小說文壇 流 主導 橫光利一では から にかけて の の れを してきた の、

文學的軌跡及 言說 流 辿 彼自身 時期 主張 芸術びその の れを りながら がそれぞれの に する、

文學 小說 一体 意味 探 通と そして とは どのような をもつのかについて り そのことを し、

橫光自身 目指 一体何 考 但 本稿て が したものは だったのかについて えてみることにする し に。 、

芸術 文學 小說 用語 触 一般論 槪おいて と そして といった に れるのは その としての、

念定義 試 橫光利一 文學的言說 中 出 意味 通を みるためではなく あくまでも の の に てくる を し、

彼自身 文學的生涯 見 樣 特徵 探 意図て の に られる 々な を るための であることをことわっておく、 。

芸術 槪念 受容 新感覺派成立 背景の の

橫光利一 文學的生涯 公式的 新感覺派時代 始 日本近代文學史 中 新感覺派の は に に まる の で。

時代 一般 文學 出發点 說明は にモダニズム の としても されている、 橫光利一 新感覺つまり の。

派時代 新感覺派文學運動自体 誕生 橫光個人 文學的生涯は その を せしめた の においても、 、

日本近代文學史 一般 規定 新感覺派 新興芸術派 新心理主義文學等で にモダニズムと しているものは ・ ・、

名 呼 總括 指 伊藤整 新興芸術派 新心理主義文學 年 月の で ばれているものを して している と。 、 伊

藤整全集 第十六卷 新潮社 年 頁 、 、 、 。

新感覺派 文學史 用語 當時 橫光 川端 中心 新進作家 機關誌 文芸時代という の は と を とした たちの の、 、   



日本近代文學史 全体的 流 中 樣 意味 新 出發点 史的また の な れの でも 々な において しい としての、

意義 當時 新感覺派文學 一体 特徵をもつ それでは において は どのような をもってモダニズム。 、

文學 呼 橫光 言 芸術 槪念 意味 考と ばれたのだろうか ここでは の う の について えるためのヒ。

當時 時代的背景 特 新感覺派 成立背景 檢討ントとして まず の に の について してみることにす、 、

る。

國外的背景 當時 日本文壇 時代的背景 探 世界文まず についてである の における を るために。

學 動向及 受容 流 非常 重要 參考事項 日本 新感覺派文學の びその の れは に な となる そして の の。

成立背景 探 何 第一次世界大戰 余波 触 西歐を るには よりも の に れなければならない における、 。

芸術 流 特 呼 前衛芸術 第一あらゆるモダニズム の れ にアバンギャルドと ばれる のたぐい は この、

次世界大戰 一氣 擴散 始 勿論 日本 多大 影響をきっかけにして に し めているからである にも な。 、

与 狀況 新感覺派文學成立 背景 焦点 考を えているが ここではその を の に をあてて えてみること、

橫光 自分 主張 新感覺派 範囲 次 說明にする は の する の について のように している。 。

未來派 立体派 表現派 象徵派 構成派 如實派 一部 總ダダイズム のある これらは て、 、 、 、 、 、 、

自分 新感覺派 屬 認は に するものとして めてゐる 新感覺派 感覺 触發 對これら なるものの を する。

象 勿論 行文 語彙 詩 云は の と とリズムとからであるは ふまでもない が そればかりからでは、 、 。 、

勿論 時 屈折角度 時 黙黙 行 行 飛躍 度 時 筋ない にはテーマの から には たる と との の から には。 、 、

進行推移 逆送 反復 速度 他樣 触發狀態 姿 樣 感覺表の の から その 々な の がある これら 々な、 、 、 。

徵 根本 於 象徵化 故 感覺的作物 旣 一 象徵派文學はその に て されたものなるが に は に つの として、

見 見れば られる。

上記 文章 分 橫光 新感覺派 範囲 擧 未來派 立の からも かるように が の について げている、 、

体派 表現派 象徵派 構成派 如實派 第一次世界大戰 中心 世界ダダイズム は を にして、 、 、 、 、 、

的 擴散 前衛芸術運動 特 未來派 立体派或 表現派 文學に した のたぐいである に や いは などは。 、 、

領域 始 美術 建築或 演劇 芸術分野 始の に まったというよりは や いは など あらゆる に まり や、 、 、

文學 領域 擴 芸術 橫光 自分 新感覺派がて の にまで がった のジャンルである このように は の。

時代 成立事情 基本的 西歐 芸術運動 受容 狀況 捉の を に のあらゆる の という のなかで えているこ、

分とが かる。

次 新感覺派成立 國內的背景 上記 國外的背景 延長線上 周知に の も の の にある のように、 。 、

日本 近代文學史 中 新感覺派時代 公式的 年 月 文芸時代 創刊 始の の で は に の から まると  

創刊号 年 月号 載 橫光 頭 腹 小說 讀 感想 千葉龜雄 評論に った の ならびに という を んだ を という、

家 世紀 年 月号 雜誌 新感覺派 誕生 評論 書 始が という に の というタイトルの を いたことに まる  。

橫光利一 新感覺論 感覺活動 感覺的作物 對 非難 逆說 年 月 文芸時代 定本と に する への 、  、 

橫光利一全集 第十三卷 河出書房新社 年 頁 以下 橫光 書 文章 引用の いた の は すべて 、 、 、 。 、 、  

定本橫光利一全集 引用から し 、 全集 卷數 頁數 略記のように する  、 、 。



されている 注目 前年 年 月 日本 關東大震ここで しなれけばならないのは その の に には。 、

災 大 災害 發生 事實 橫光 當時 關東大震災 次という きな が したという である にとって の は のよう。

印象に づけられている。

今 考 大正十二年から へてみると の、 關東 大震災の は日本 國民の にとつては、世界 對戰 匹の と

敵 大 影響 与したほどの きな を へてゐた 誰 思 思これは もさう ふであらうと ふ。 。

初期 作品 中 一番初 書 蠅 次 笑 子 御身 赤 色の の で めに いたものは である ぎに はれた い。

落 恩人 碑文 芋 指輪 順序 皆 私 二十歲 二十五された と といふ であるが これらは の から、 、

歲 作 表現 嚴密 知 筆 持 態度 極度 嚴密までの で とはいかなるものかを にまだ らず を つ にのみ に、 、

一時期 作になつてゐた の である。 時期 私 何 芸術 象徵性 重 寫眞この には は よりも の を んじ、 、

構図 象徵性 美 信よりもむしろはるかに の に があると じてゐた いはば。 文學 彫刻 等 芸術を と しい

空想 開花期と したロマンチシズムの 時期 最後 作 日輪であつたが この の の が であり これが、 、

文壇 市場 雜誌 揭載 處女作 我 不思議 思といふ の に された となつたことは ながら なことだと つ、

最後 作 處女作 同時てゐる の が となると に。 、大正十二年 大震災 私 襲 來の が に つて た そして。 、

私 信 美 對 信仰 不幸 忽 破壞の じた に する は この のため ちにして された、 。新感覺派 人人 私と の

名 時期 時 始に づけた がこの から つた。

上記 文章 內容 本稿 意図 卽 改 要約 橫光 關東大震災の の を の に して めて するならば は という、

不幸 自分 信 美 對 信仰 破壞 時期 何によってそれまで の じていた に する を されており この は より、

芸術 象徵性 重 文學 彫刻 等 芸術 空想 開花期も の を んじ を と しい と したロマンチシズムの であり、 、

時期 彼自身 新感覺派時代 始 內容 図式的この から の が まった ということになる その をさらに、 。

整理 芸術 象徵性 重 時期 文學 彫刻 等 芸術 空想に してみると の を んじた を と しい と したロマン、

開花期 關東大震災 時期 新感覺派時代 事情チシズムの の ということになる このような を、 。

參照 考 橫光 自分 新感覺派時代 芸術 領域 關にして えると が の に あらゆる たる にいささか、 、

心 高 精神的背景 讀 取 特 橫光 言 芸術 象徵性を めていたであろう を み ることができる に の う の。

言葉 關連 文學 彫刻 等 芸術 空想 開花期 說明という と して を と しい と したロマンチシズムの と、

橫光 文學 芸術 領域 異 範疇しているところからは のなかで と という がそれぞれ った のも、

捉 確認 上記 文章 一 注目のとして えられていることを することができる の でもう つ したいのは。 、

大正十二年 大震災 私 襲 來 私 信 美 對 信仰 不幸の が に つて た そして の じた に する は この の。 、 、

忽 破壞 言及 部分 關東大震災 橫光 持ため ちにして された といった の である はそれまで の っ。 。

美 的価値觀 変化 一大事件 位置ていた をも させた として づけられており 考そのことから え、

注 內容 參照の を 。

橫光利一 雜感 異変 文學 生命 年 月 日 讀賣新聞・ と 、  、 全集 第十四卷 頁  、 、 。

橫光利一 解說 代 年 月 河出書房發行 三代名作全集 橫光利一集 全集 第十三に へて 、   、  、

卷 頁、 。



彼 新感覺派時代 彼自身 美 的価値觀 変化 自分 文學ると の は そのような の たるものの を の、 、

世界 中 何 形 具体化 實現 一連 作家的 理解の に らかの で して させるための の プロセスとして するこ

橫光 新感覺派時代 美 的価値觀 基 精神世界 分裂とができる の には このような に づく の。 、 、

解体 現 芸術 槪念 交錯 形 受 入 考の われとともに という が した で け れられたのではないかと、

えられる。

一 橫光 言 芸術 意味 少 具体的 迫 彼自身もう つ の う の についてもう し に ってみるために、 、

言及 芸術 象徵性 言葉 注目 彼 芸術 觀 象徵 觀 相互關係の した の という に しつつ の と の、

檢討 次 引用 見について してみることにする の を よう。 。

大 精神 地上 有 得 有いなる そんなものは この には り ない ただ るものは、 、 。 、芸術 象徵性の だけ

限 技巧 精神 不可思議 光 發 來 技巧 拙劣 所に られる だ ここでのみ は な りを して る の な に。 。 。 、

何故 高貴に な芸術的人格 働 得 中略が き るか。 一 優 象しかしながら われわれは つの れた、 、

徵 出逢 自身 心情 向 批評心 紛失 象徵 有 難に ふと われわれ の に けられた を する ここに の り さ、 。

中略がある。 象徵 何それなら とは か、 。象徵 批評及 說明能力 以外 遠とは び の に くあるも、

のだ。曾 象徵 說明 得 誰て を し たものは もない、 、 。 不可思議 芸術獨特 世界ここに な の があ、

る 凡 世 美學 此 象徵 說明 無限 美 段階 与 沈黙そ の は の を せんがために の の を えたのみで。 、 、

中略した。 もし人 自己 天才 反問 自己 象徵々にして が であるかないかを したければ が を、 、

感 得 否 試 良じ られるか かを みてみれば い。象徵 感 得 人 天才を じ られれば その は、 にちがひな

い。

芸術學 云 內容 形式 合致 洞察と ふものがある これは と がいかにすれば するものであらうかを す。

學 中略る である。 芸術學 云 學校 他人 敎 分 決と ふものは や から へられて るものでは してな

い。 人自身 天才その の 素質 云からだ だから と ふものは。 芸術家 最 恐にとつては も るべきもので

ある。

引用文 同 引用文 芸術 象徵性 槪念 强調まず と じように にも の という が されていること

分 特 橫光 言 芸術的人格 問題 橫光が かる にここで が おうとするのは の である によれば。 。 、 芸

上記 橫光 言及 關東大震災 影響 當時 作家 及 精神上 衝擊の の にもあるように の は のすべての に ぶ の として、

受 入 長谷川泉 當時 文壇的背景 次 說明け れられた は におけるな を のように している。 、 。

關東大震災 菊池寬 認識 結果 一 社會革命 中略は まさしく が したごとく において つの であった、 、 、 。

永井荷風 實感 江戶文化 名殘 烟 明治 文化 灰 後が したごとく の を とし の を としてしまったのである、 、 。

に 橫光利一 回想 日本國民 第一次世界大戰 匹敵 大 影響 与が したごとく にとって に する きな を えたので、 、

中野重治 指摘 境 日本人 精神世界 変動 文芸あり が したごとく これを に の が し というものを どこま、 、 、 、

信で じるか 云 問題 文學者 突 當時十四歲 大岡昇と ふ を は きつけられたのである また であった、 。 、 、

平 世代 人生 大人 對 考 一変 運命的 体驗 長谷川泉編の にとっても と に する えを させられた な であった、 。

 日本文學新史 現代 至文堂 年 頁 、 、 、 。

橫光利一 天才 象徵 年 月 文芸公論 全集 第十三卷 頁と 、  、  、 、 。

橫光利一 書 出 年 月 創作時代 全集 第十三卷 頁き しについて 、  、  、 、 。



術的人格 象徵 感 得 否 人 天才たるものは を じ られるか か によって ただの 々 と と、 、

分 要 象徵 人 領域 天才 領域 屬に けられる するに は 々 の ではなく の に するというこ。 、

芸術 象徵 天才 論理 相互關連性 捉 橫光とになる ここで へとつながる の を える。 、

視線 明 外 他者 捉 眼差 何 橫光 自分自身 天才の は らかに なる を える しである よりも は を で、 。

人 範疇 入 考 彼 芸術 象徵はなく 々 の に れて えており したがって にとっての や そして、

天才 問題領域 乘 越 何 始 恐 他者 姿といった は そこを り えなければ も まらない るべき の として、

認識 引用文 確認 新感覺派時代 橫光 象徵されていることになる にも できるように の は。 、 、

性 天才 性 芸術家 芸術學 問題領域 非常 大 關心や をめぐる としての といった に に きな

取 組 第一次世界大戰 影響 受容 西歐 芸術をもって り んでいる の のもとで された のあらゆる。

領域 敏感 反応 一方 關東大震災 美 的価値に に しつつ その で をきっかけにしてそれまでの、 、

觀 破壞 狀況 橫光 新感覺派 新 文學運動 主導者をも されてしまう のなかで が という しい の に、

當時 日本近代文學史 流 意味 必然的 出來事 一なったことは の の れからすると ある で な の つと、 、

考 同時 文壇的背景及 狀況 立 橫光して えることができる と に そのような び のなかに っている。 、

利一 新感覺派 文學運動 成立 直接的 背景 動機にとって という を させた な であり でもある、

芸術 領域 意味 迫 避 通 必然 道程という の に っていくことは おそらく けて ることのできない の、

考だったのではないかと えられる。

芸術 文學 新心理主義 変容から へ への

以上 確認 新感覺派時代 橫光 天才 象徵 關係で したように における は と の をめぐる、 、

芸術 意味 探 求 新感覺派時代 終 新心理主義時代の を し めることになるのだが しかし が わり、

入 橫光 芸術 觀 変化 見 始 新感覺派時代 新心理主義時代 経に ると の は を せ める から を る、 。

常 文壇 中心作家 新 動 主導 橫光利一なかで に の として しい きを してきた にとって そのような、

川端康成 述 新感覺派 文學運動自体 橫光利一 作家 存在 作品が べているように という という の と に、 、

發生 伊藤整 指摘 橫光利一 機械 作品 當時よって したものであり また が しているように の などの が、 、 、

日本文壇 新心理主義 文學形式上 新風 卷 起 有名 同 新感覺派の に という の を き したことは である じく の。

作家 川端康成 同 新心理主義派 作家 伊藤整 發言 橫光文學 史的である また じく の である の によれば の、 、 、

意義 新感覺派 新心理主義 文壇上 革新運動 存在 得なしに そもそも や という の は し なかったというこ、

以下 川端康成 伊藤整 言及 引用とになる と の をそれぞれ しておく。 、 。

新感覺派 時代 橫光利一 時代 中略の は の であつた。 橫光 存在 作品 新感覺派 名の と とがなければ といふ、

称 新感覺派 文學運動 思 橫光 派 爆心 中核も といふ もなかつただらうと はれる がその の であつたより、 。 、 、

强 原泉 川端康成 新感覺派 川端康成全集 第三十二卷 新潮社 年 頁なほ い であつた。 、  、 、 、 。

橫光利一 昭和五年突然変化 改造 九月号 機械 中略は した それは の にのった である。   。 私 牛込は の

電車道 步 買 雜誌 機械 讀 出 時 息 强 印象 受を きながら ったばかりの で を み した がつまるような い を け、

た 中略。 率直 言 堀 堀辰雄 引用者注 私 力 足に えば も もやろうとしてまだ が りなかったうち、

强引 先輩作家 少 日本文 可能 一 型 作 感に この な は なくとも で な つの を ってしまった という じであっ、 、 、



文壇 動 積極的 反応 主導的 態度 對處 時期の きに に しつつさらに な で していくためには この、 、

芸術 槪念 解決 何 新 問題領域 見という だけでは できない らかの しい が えてきたのではないか

考 次 文章 見と えられる まず の を よう。 。

人間學 歷史 從 祖先 人間 知 人間 人間 考の に へば われわれの は を るために そのものから を、 、

彼 彼 自身 人間 故 人間 彼 分 以外へた しかし らは ら が であつたが に については らの つたこと。 、 、

分 出來 彼 次 社會 人間 考 彼には ることが なかつた さうして らは に から を へた しかし らはあ。 。 、

人間 故 人間 離 社會 考 出來くまでも であつたが に から れた を へることが なかつた かうして、 。 、

人間 人間 完全 知 出來 社會 完全われわれ はいまだに を に ることが ないばかりではなく をさへも、

知 出來 中略に ることが ないのだ。 方法 卽その を ち、 人間 人間いかにすれば が であるわれ、

前 人間 社會 明瞭 努力 方法 一われの へ と とを にすることができるであらうかと する の つを わ、 、

文學 云れわれは と ふ 故のである それ。 文學 人間 基本 方法論はあくまで を とした である さうし。

決 中略てそれは してマルキシズムそのものではない。 しかし、文學のイデオロギーとはそれ

はマルキシズムそのもののイデオロギーではない 文學 人間 不可のイデオロギーとは にとつて。

知 明瞭 文學 同時 人間 眞理なものをより に がすると に それが にとって であることをわれわれに、

示 意志 己さうとする である だが マルキシズムのイデオロギーとは マルキシズムが れのイ。 、 、

眞理 鬪爭 强 意志デオロギーのみを としてわれわれにそのことにおいてのみ を ひる である。

私 古 情緖 纏綿 自然主義 間延 旧 早 忍耐しかし は い の する といふ びのした スタイルには も や、 、

出來 反抗 始 同時 來 新時代 道德 美 建することが なくなつて を めた それと に つつある の と の。 、

設 余儀 狀態 時 早 唯物史觀 國 顯に なくとりかからねばならない となつたが この くも がわが に、 、

最初 實証主義 精神 世界 襲 來 思想 襲來れた の となつて の に つて てゐたのであつた この の の、 。

日日刻刻激 天日 暗澹 思 一世 風靡さまは しくなり ために となるかと はれたほど を した、 。われわ

芸術派れ 自然主義 堅壘 鬪 鉾 思は の と ふ を この はざる、 强敵 向 鬪 運命に け はねばならぬ となつ

來 私 武器 精神主義 幼 育 始 芽 出 初て た らの とする の さも まだ ち め を し めたときのこととて。 、 、

根據 無我夢中 自我 需はいつとはなく の に め、 、外敵 包囲 突 拔 調整の を き けんとしてこれの を

希 旁 自 建設 忘 出來 私う ら らのスタイルの をも れることが なかつた は、 。 芸術 放このときより を

棄 文學 世界 侵入し もつぱら の に した、 思 出 私一個人のを ひ す にとつては。 、芸術 文學と とは

違 範疇つた 以後私 中 擴 來 觀 最 苦中 時期となり の で がりつづけて たかの があるが この も の、 、

出來 作 鳥 機械 私 短篇 次第 放 長篇 意慾に た が と である またこのときから は を に れて に が。

動 始 思 出き めたのを ひ す。

文壇 驚 傑作 評価 行 川端康成 小林秀雄 興奮 批評 書 伊藤整た は き だという が われ と は した を いた。 、 、 。

新興芸術派 新心理主義文學 年 月 伊藤整全集 第十六卷 新潮社 年 頁と 、  、 、 、 。

橫光利一 人間學的文芸論 年 月 改造 全集 第十三卷 頁、  、  、 、 。

橫光利一 解說 代 年 月 河出書房發行 三代名作全集 橫光利一集 全集 第十三に へて 、   、  、

卷 頁、 。



引用文 人間學的文芸論 注目 通まず のタイトルが であることに してみよう そのタイトル。

人間 深 關心 語 前節 引用 文章 對比り ここには についての い が られている で した の と し、 。

言 芸術學 關心 人間學 關心 変化 捉て うならば についての から についての への として える、

特 人間 關心 文學 關心 同 文脈ことができる にそのような についての が についての と じ の。

考 始 新感覺派時代 比肩 橫光利一 思考 変化過程なかで えられ めているところに とは される の の、

讀 取 考 方 下線部分 文章 人をはっきりと み ることができる そのような え は の いかにすれば。 、 、

間 人間 前 人間 社會 明瞭 努力が であるわれわれの へ と とを にすることができるであらうかと、 、

方法 一 文學 云 文學 觀 故文學 人間する の つを われわれは と ふ とする と それ はあくまで、 、

基本 方法論 說明 仕方 現 橫光 芸術を とした であるとする の によく われている それでは が。 、

關心 文學 關心 移 背景 何 背景 一についての から についての へと っていった は なのか その の。

下線部分 文章 現 考 文章 橫つはおそらくつづく の に われているのではないかと えられる その で。

光 人間學 文學 述 文學は としての について べるさいに のイデオロギーとはそれはマ、 、

述 當時 橫光ルキシズムそのもののイデオロギーではない と べている つまりこの における の。 。

文學 觀 主義 對立 手段 立は マルクス のイデオロギーに するための として てられているという、

橫光 芸術 觀 答 引用文 內ことである それでは の ではどうだったのだろうか その えは の。 、 。

容 確認から することができる。

引用文 內容 引用文 續 確認 引用文まず の が の きであることを しておこう つまり から、 。

引用文 論理 流 辿 橫光 芸術 觀 自然主義文學 伝統へとつながる の れを ってみると の が の に、

對 意味 立 確認するアンチテーゼという として てられていることを することができる そのような。

狀況 引用文 冒頭 私 古 情緖 纏綿 自然主義 間延 旧は の しかし は い の する といふ びのした ス、 、

早 忍耐 出來 反抗 始 文章 現タイルには も や することが なくなつて を めた という によく われて、 。

見 橫光 新感覺派時代 自然主義 伝統 對 反抗 起いる このように てくると の が の に する から。 、 、

事情 自然 明こっているという が と らかになってくる 橫光 自分 新感覺派時代つまり は の から。

新心理主義 移行期 旣成 自然主義文學伝統 反抗 狀況への に の に していこうとする のなかで、

芸術 槪念 必要性 自覺 同時代 主義文學陣營 對立という の を し のマルクス に していこうとする、

狀況 文學 領域 必要性 認識 始のなかで という の を し めているのである。

再 上記 引用文 戻 橫光 自然主義文學 文學 强敵 或 外び の に ると は やプロレタリア を いは、

敵 見 自分 芸術 文學 觀 触 分 橫光自身と なしつつ の に れていることが かる このと、 。 、

芸術 放棄 文學 世界 侵入 私一個人 芸術 文學きより を し もつぱら の に した とか にとつては と、 、

橫光 自分 新感覺派時代 自然主義文學 伝統 對 反抗 起 主張は の が の に する から こったことをはっきり してい

例 次 文章 新感覺派 運動 國 文學史上 自 鮮 姿 現る えば のような である の がわが の にそれ らの やかな を。 。

一九二四年 大正十三年 中頃 運動 頃 國 文芸界はしはじめたのは の のことだ この は その までわが の の。 、

上 氣息奄 指導權 垂 自然主義的 文學 對 反抗 最初に 々たる を れてゐたかの リアリズムの に する として その、

華 狼火 擧 橫光利一 新感覺派文學 硏究 年 月 文芸春秋社發行 文芸創作講の やかな を げた の。 、  

座 全集 第十四卷 頁 、  、 、 。



違 範疇 明言 橫光利一 新感覺派時代 新心理とは つた であると していることから にとって から、

主義 移行期 卽 芸術 文學 移行期 强敵 外敵 勢力への ち から への は や たちの と、 、

對抗 自分 文芸觀 定立 孤軍奮鬪 時期 存在 推しつつ の を させるための の として したであろうことが

測できる。

上記 引用文 特 分 自然主義文學 主義文學 對の に と からも かるように やマルクス に、

抗 態度及 言及 橫光 書 文章 隨所 確認する びその は の いた の に することができる そしてその。

內容 自分 屬 新感覺派 芸術派 對比 觀点 捉 多は の する との という から えたものが い 例。

次 文章えば のような である。

自然主義 文學 文學の はメカニズムの 眞理 探 方法 於 本能 重心であつた それは を る に て に。

置を きすぎた。 文學 文學マルキシズムの もメカニズムの であつた しかし マルキシズム。 、

文學 眞理 探 方法 於 階級 重心 置は を る に て に を きすぎた さうして、 。 、新 發生 余儀しい を な

芸術派 眞理主義者くせしめられた の たち 當然 眞理 探 方法 於 方法は その を る に て その、 、 、

重心 置 始 中略 新 芸術派 眞理主義者ものに を き めなければならなくなつた そこで しい の。 、

達 一団 彼 自身 出來得 限 科學者 近 中の は ら を る り に づけなければならなくなつたのだ、 、 。

略 作家 科學者 正 眞實 探 私 前 書 中略は よりも しく を らねばならぬ と は に いた われわれ、 。

人間 心理 心理 進行 時間 見 場合 時間內 於 充實の を その の することを と る その に ける した、 、

心理 心理 交錯 運命 表現 計算 出來得 科學や の する を し することの られる は、 、芸術特 文學に

他をおいて にはない。

橫光 自然主義 文學 文學 文學ここで は の はメカニズムの であり マルキシズムの もメカニ、 、

文學 規定 自分 屬 芸術派 眞理主義者 基本的ズムの であると し の する の たち も にはそれらの、

一派 眞理 探 目的 同 方法 異と を る という を じくしているのだが その を にしているところに、

三 巴 文壇的狀況 平野謙 三派鼎立 言葉 要約 說明 橫光文學 正このような つ の を は という で している の、 。

理解者 平野謙 三派鼎立 說 橫光自身 思考 軌跡 受 継しい でもある の は おそらく の の をそのまま け いだも、

立 考 平野謙 基本的 橫光利一 次 捉のとして てられているのではないかと えられる は に を のように えてい。

昭和文學史 現代文學史 私 讀 最初 私 前 人る あるいは を なりに みなおすとなれば やはり に の にすわる。 、

橫光利一 現在 若 讀者 程度橫光利一 讀 一向不案內 昭和文學史は だ い にどの が まれているか だが の。 、 、 、

劈頭 飾 人 橫光利一以外 私 固定觀念 平野謙 昭和文學を る は にない というのがむかしからの の である、 。  

私論 每日新聞社 年 頁 、 、 、 。
長谷川泉 平野謙 三派鼎立 說 昭和文學 特徵 次 說明ちなみに は の をめぐる の について のように してい、 、

昭和文學 特徵 平野謙 三派鼎立 捉 私小說る の は によれば として えられる すなわち によ。 、 。 、

代表 旣成 文學 對決 旣成文學 変革 二 新 文學的って される リアリズム と それに し を しようとした つの しい、

世界觀 変革 力点 革命 文學 文學エネルギーをさすのである の に がおかれた の は すなわちプロレタリア。 、

文學技法 変革 力点 文學 革命 新感覺派文學 長谷川泉 近であり の に がおかれた の は すなわち である、 、 。  

代日本文學評論史 有精堂 年 頁 、 、 、 。
橫光利一 芸術派 眞理主義 年 月 日 讀賣新聞 全集 第十三卷の について 、 、 、  、  、 、

頁。



斷絶的特徵 見出 上記 文章 出 言葉 具体的 言それぞれの を している の に てくる をもってより に う。

本能 上 眞理 探 自然主義 文學 階級 上 眞理 探ならば の を る の と の を る マルキシズムの、 、

文學 對 方法 上 眞理 探 芸術派 眞理主義者 對立構図 捉に し の を る の たち という で えること、

論理 中 三派鼎立 構図 讀 取ができる このような の にもいわゆる の がはっきりと み れるのだが。 、

注目 對立或 鼎立 論理 自体 論理ここで したいのは そのような いは の それ ではなく そのような、 、

的構図 中 橫光 芸術 觀 文學 觀 立 点 特 最後 下の に の や が てられているという である に の。

線部分 芸術特 文學 他 言及 橫光 自然主義 文學に をおいて にはない という から が の と マル、

文學 方法 否定 芸術 文學 槪念 一 枠組キシズムの の を するために と という を つの みと、

同時 取 入 確認 以上 引用文 見 論理して に り れていることが できる そして の に られる のつながり。

芸術 槪念 自然主義 文學 反抗 文學 槪からも という が の に するために また という、 、 、

念 文學 對抗 橫光的文芸觀 核心 言 表が マルキシズムの に するために それぞれ の を い すための、

使 改 確認 橫光 强敵 外敵キーワードとして われていることを めて することができる は や。

立 向 手段 芸術 文學 槪念 取 入 新 小說に ち かうための として や という を り れつつ しい、

作 道 進りの に んでいくことになるのである。

新 小說 純粹小說論 史的意義しい のために の

今 見 新感覺派時代 新心理主義時代 橫光 思考 軌跡まで てきたように から にかけての の の に、

自然主義 文學 文學 卽 橫光 言葉 言 强敵 外敵は の やマルキシズムの ち の で えば や たちへの、 、

對抗意識 强 反映 年代 中頃 新心理主義時代 終 頃 入が く していた しかし の が わる に ると。 、

文壇 强敵 外敵 動 主軸 當然のなかでそのような や たちの きは ではなくなってしまう のこと。

橫光 强敵 外敵 對 對抗意識 自由 一方ながら は や たちに する から になったわけだが しかし、 、

常 新 求 續 橫光 芸術 觀 文學 觀 代 第三 文で に しさを め けてきた にとっては や に わる の、 、

芸觀 立 得 狀況 迎 自分 新感覺派時代 芸術 時代 新を てざるを ない を えたわけである の を の。 、

心理主義時代 文學 時代 規定 橫光 新心理主義時代以降 純粹小說論を の と した であるが、

年 月 發表 頃 意識的 芸術 文學 異 小說 領域を する になると に や とは る という、

獨立性 主張 始 次 文章 考 方 現の を し めるのである の にはそのような え がよく われている。 。

それに小說 云 文學 芸術 今 現 思 人 多と ふものは だとか だとか でも にさう つてゐる が いけれども、 、

思 云 旣 非常 間違さう つてゐると ふことが に な ひ 思 僕ぢやないかと ふ は。 小說 文學といふものは

芸術 小說でも でもない 云 思だと ふことをはつきり つてゐます。小說 批判 場合 芸術を する に だと

文學 思 批判 間違 小說 異 文學 云 對立か だとか つて するのは ひで はもつと つた とか ふものと、 、

小說 云した と ふもの 云 氣だと ふ がしますね。小說 文學 芸術 思 小を だとか だと つてゐるとろくな



說 出來は ない 中略 僕 小說 書 居 人 敎は を いて だして から へられたのでなくて やつてゐる。 、 、

小說 云 一寸 違 云 頭 這入 來うちにだんだん と ふものは これは ふと ふことが に つて たですね スタ。

小說 見 文學 芸術 思 書ンダールなんかの を てゐると だとか だとか つて いてゐないやうですね、 。

芸術 云 考 引懸 見バルザツクにはやはり とか ふことを へて つてゐるやうに えるけれども 後

略

小說 文學 芸術 來といふものは や ではなくなつて た 小說 小說 領域 持 始のだ は の を ち めて の。 、

虎 勝手 步 出このこ のやうに に き したのである。

上記 二 引用文 特 下線部分 小說 云 文學 芸術 今の つの に と ふものは だとか だとか でも、 、

現 思 人 多 思 云 旣 非常 間違 小說にさう つてゐる が いけれども さう つてゐると ふことが に な ひ、

文學 芸術 小說 小說 批判 場合 芸術 文學 思といふものは でも でもない を する に だとか だとか つて

批判 間違 小說 文學 芸術 思 小說 出來 小說するのは ひ を だとか だと つてゐるとろくな は ない と

文學 芸術 來 小說 領域 芸術 文學いふものは や ではなくなつて た には という を や、

領域 區別 捉 橫光 意図 現の とはっきり して えようとする の がよく われている 特 引用文に で。 、

名 擧 論 芸術 文學 或 小スタンダールやバルザックなどの を げて じていることから や いは、

說 分 方 單 言葉 自分 確實 基準といった け をしたことが なる のあやではなく なりの な にもとづ、

判斷 推察 事實 橫光 芸術 文學く であろうことが される そしてその から が や ではない。 、

小說 關心 持 始 西歐 小說 家 關心 深 關連に を ち めたのは の たちについての と い があるであ、

分 橫光 當時 西歐 作家 思想家 積極的 引用ろうことが かってくる はデビュー から の や たちを に し。

自分 文學的言說 立つつ の を てているが 中 特 引 合 出 議論その でここで に き いに して したいの、

提示は アンドレ・ジイドの した、 槪念 關連ロマン・ピュール という との であ

日本語譯 純粹小說 筈 用語 小說論 核心る では となる のこの は アンドレ・ジイドの の をなす。 、

一キーワードの つでもある 。

用語 橫光利一 年代 日本文壇この ロマン・ピュール という は にとってのみでなく の、 、

橫光利一 對談 橫光利一文學談 年 月 行動 全集 第十五卷 頁ほか 、  、  、 、 。

橫光利一 覺書 年 月 文學界 全集 第十四卷 頁、  、  、 、 。

他 橫光利一 詩 小說 違 触 詩 小說 相違 小說に は と の いについても れている と の はそこにある だから、 。 。

家 芸術家 方 橫光利一 詩 小說 年 月 作品 全といふものは であるよりはない がよい と、 。 、  、 

集 第十三卷 頁 、 、 。

橫光利一 西歐 文人 作家 思想家 含 受容 影響關係 小田桐弘子と の ・ たちを む たちとの ・ については によ、

詳 調査硏究 小田桐弘子 橫光利一 外國作家 國文學る しい がある と。  解釋 鑑賞 特集 橫光利一と  

再檢討 至文堂 年 月 參照照 詳 同著者 橫光利一の を より しくは の、 、 。 、  比較文學的硏究 南 

窓社 年 橫光利一 比較文化的硏究 南窓社 年 參照と を、 、  、 。

年代 日本文壇 提示 槪念 純粹小說の にアンドレ・ジイドの した ロマン・ピュール という は ほぼ、

用語 定着 小說 贋金 中 登場という で していた ちなみに ジイドの つくり の で エドゥワァールという。 、   、

人物 小說家 小說論 出の として てくる 槪念 小說 特ロマン・ピュール という は から に、 、

小說 屬 要素 除 去 意味に してゐないやうなあらゆる を き つてしまふこと を する アンドレ。 贋金ジイド 

全集 第四卷 建設社 年 頁つくり アンドレ ジイド 、  、 、 、 、 。



全般 重要 文芸理論 一 受容にわたって な の つとして されているが 勿論 用語 文壇上 大その を の、

話題 決定的 作 橫光利一 純粹小說論 言きな にさせた なきっかけを ったのが の であることは うま

でもない 先 述 當時 常 文壇 新 動向 主導 中ほども べたが デビュー から に の しい を し その で。 、 、

芸術 文學 小說 槪念 敏感 反応 文壇全体 向 自分や そして という に に しつつ に って なり

文芸觀 積極的 發信 續 橫光利一 當時 提示の を に し けてきた にとって この ジイドの した ロマ、 、

用語 興味深 意味 廣 受 入ン・ピュール という はとても い の がりをもって け れられたのではないか

考と えられる。

橫光 時期 文學 小說 關心 表明 關連ここで がこの から への を したことと して ジイ、 、 、

槪念 橫光自身 捉ドの ロマン・ピュール という を がどのように えていたのかということについて

考 次 引用文 見えてみることにする まず の を よう。 。

作中展開 運命 適確 認識 當然 組 立される が な のもとに さうならなければならない み てをもつて、

必然性 進行 眞實性 文學がつちりと のままに する その のある を。 純粹文學 云アンドレ・ジイドは と

つた 心理主義 來 實 心理主義 大切といふことがやかましくなつて たので は そのものが ではなく。 、 、

心理主義 必要をそんなにも とする文學 科學主義 重大 文學上 問題としての が な の、 である。文學

科學主義の 他 科學 自然科學 精神科學 社會科學 歷史科學 離 獨立が の である や や や から れて した、

嚴密科學 他 科學 持 得 文學 特質 心理描寫 及となるためには とにかく の の ち ない の である び、 、 、

使用 人間生活 運命 計算 何 武器それを しなければどうしやうもない の の といふことが よりも であ、

る。

日本受容 大場恒明 日本 文獻 一 比較文學 第九アンドレ・ジイドの については の におけるジッド、   

卷 日本比較文學會 年 日本 文獻 二 比較文學 第十卷 日本比較文學會と におけるジッド、 、   、 、

年 詳 橫光 受容關連 小田桐弘子 調査 硏究 注 參照に しい への については による を がある な。 、 、 。

中村三春 機構 書房 年 中 大場 小田桐 硏究 踏お は フィクションの ひつじ の で と の を まえつつ、   、 、

純粹文芸 略年譜 作の を っている。

當時 橫光利一 純粹小說論 年 月 改造 對 文壇 反響 非常 大 發表の に する の は に きかった さ、 、  。

翌月 年 月 旣 雜誌 多 評価 出 橫光利一 純粹小說論れた から にあらゆる で くの が されている の の。

余波 年 月号 諸雜誌 載 論考 簡略 整理 次をめぐって の に った だけを に してみると のようである、 。

中村光夫 純粹小說論 文學界 谷崎精二 純粹小說 問題 早稻田文學 保田与重郞について の  、   、 純 

粹小說論 讀後 行動 片岡鐵兵 偶然 日常性 美 問題 三田文學 尾崎士郞 純粹小說論・ ・ の に   、   、

三田文學 井汲淸治 通俗小說 純粹小說 三田文學 平松幹夫 純粹小說論 通屬性及ついて と と び  、   、

自意識 問題 三田文學 丸岡明 純粹小說論 三田文學 勝本淸一郞 純粹小說の について とは  、   、

三田文學 森山啓 小說論 必然 偶然 文芸 中島健藏 長編小說 短編小說 文芸における と と  、   、   、

中島健藏 解說的 文芸通信 古谷綱武 橫光氏 純粹小說論 文芸通信 庄野誠一 純粹に の  、     、

小說論 他 文芸通信 大岡昇平 橫光利一 文芸通信 杉山平助 小說 面白 漫語その ジッドと の さ  、   、

新潮 伊藤整 純粹小說 問題 他 時代 谷川徹三 現實 豊富 文學 豊富 改造 佐の その の と の  、   、   、

藤春夫 橫光利一先生 純粹小說論 讀 文芸春秋 上記 論考以外 作品 誌 年の を みて の にも の  、 、  

月号 純粹小說 語 座談會 參加者 橫光利一 含 豊島与志雄 深田久弥 三には を る という は を め、   、 、 、 、

木淸 河上徹太郞 谷川徹三 中島健藏 中山義秀 川端康成 小野松二 十人 特集号 載の が で せられ、 、 、 、 、 、

ている。

橫光利一 心理主義文學 科學 年 月 文學時代 全集 第十四卷 頁と 、  、  、 、 。



引用文 見 橫光 槪念 純粹文學 用この を ると はジイドの ロマン・ピュール という を という、

語 捉 分 橫光 槪念 純粹小說で えていることが かる はなぜ ロマン・ピュール という を ではな。

純粹文學 用語 捉 問題 彼 文學 用語く という で えているのか この は が という にこだわら。 、

理由 一 同時 文學 小說 移 経緯なければならなかった の つになると に から へと っていった、

考 一 与 解 鍵 上記 引用文を えるための つのヒントをも えてくれる そのヒントを く は おそらく の。 、

繰 返 科學 文學 科學主義 文學 科學主義 關心に り されているように としての の についての に、

隱 考 前節 引用 文章 橫光されているのではないかと えられる まず で した で が。 、 、 作家 科學者は

正 眞實 探 注 述 注目 橫光よりも しく を らねばならぬ と べたところに してみよう つまり はこ。

時期 作家 科學者 對比 科學 文學 槪念 持 出 芸術の に と とを しつつ としての という を ち しながら、

及 文學 見解 述 科學 眞理 眞實 目指 言び についての を べている が や を すことは うまでもない。

橫光 作家 科學者 正 眞實 探 論理 科學 對が は は よりも しく を らねばならぬ という をもって に、

學問 文學 槪念 設定 科學 槪念 對峙する としての という を している という に させるために。 、

芸術 槪念 曖昧 適切 狀況という はあまりにも すぎて でなかったのかもしれない そのような を。

踏 上記 引用文 改 讀 文學 科學主義 議論まえながら の を めて んでみると として の について す、

橫光 論理的背景 程度頷 文學 他 科學 自然科學 精神科學 社る の がある けてくる は の である や や。

會科學 歷史科學 離 獨立 嚴密科學 獨特 道 步や から れて した となるため の の を まなければならな

橫光 言 他 諸科學 獨立 嚴密科學 文學 主張いと は う ここで の から した としての について す。 、

部分 槪念 純粹文學 用語 捉る は ジイドの ロマン・ピュール という を という で えていること、

密接 關連 思 純粹小說 譯と な があるように われる つまり ということばに されるべき ロマン・。

言葉 敢 純粹文學 用語 說明 他 諸科學ピュール という を えて という で しているところに の、 、

區別 嚴密科學 文學 領域或 用語 氣持とは される としての という いはその にこだわりたい ちを

垣間見 純粹小說論 分 純粹文學ることができるのである というタイトルからも かるように。 、

用語 時期 上記 引用文 限定 時期 過という はこの のみ の のみ に されており この を ぎると すなわ、

文學 小說 移行期 入 純粹小說 用語 定着 上記ち から への に ると という で する そして、 。

引用文 文學 嚴密科學 成 立 弁別的特徵 人の にもあるように が として り つための として、 、

間 注目 見逃 時期 橫光利一 文學が されているところも せない この の にとって というのは。 、

人間學 共 進 人間 基本 方法論と に まねばならない ものとして また あくまで を とした とし、 、

成 立て り っており 彼 新感覺派時代 芸術家 天才 性 注目これは が に の に しているのと、

明 對比らかに される。

過程 経 橫光 芸術 文學 槪念 區別 小說このような を て は や といった とは される、 、

橫光利一 人間學的文芸論 年 月 改造 全集 第十三卷 頁 頁 參照 同と を なお、  、  、 、 。 、

文章 中 次 述 文學 人間 眞理 科學じ の に のように べられている とは これら のありとあらゆる を そのも。 、

等 嚴密 以 時 科學以上 科學 人間學 基本 整理 中略のと しい さを つて また には の である の として し それ、 、

眞理主義 文學 人間 運命 共 永久 持 光榮 宿命 頁は としての が の と に に たねばならぬ ある である。 。



純粹小說 必要性 力說 橫光 純粹小說 注目の を していく にとって とは それまで してきた。 、

芸術 文學 槪念 乘 越 突破口 意味や といった をさらに り えていくための としての をもつわけ

以下 純粹小說論 槪略である の である。 、 。

今 文學 種類 純文學 芸術文學 純粹小說 大衆文學 通俗小說の の には と と と と と およそ、 、 、 、 、

五 槪念 巴 亂つの が となつて れてゐるが、最 高級 文學 純文學 芸術文學も な は でもなければ で、 、

純粹小說もない それは。 日本 文壇 一番高級 純粹小說である しかし の には その な といふも。 、 、

諸家 言 殆 一 現 思のは の のごとく ど つも れてゐないと ふ、 、 。純粹小說 一 現 純文の つも れてゐない

學 芸術文學 盛 衰滅 實 良や が いかに んにならうと しようと はどうでも い、 、 、 激のであつて しく、

云ふなら、純粹小說 現 純文學 芸術文學 滅 方 良が れないやうな や なら むしろ んでしまふ が い、 で

云 何 返答 困 方 眞實 中略 前あらうと はれても とも に る が のことである にものべたやうに、 、 。 、

人 勝手 物事 考 事實 作中 現 幾人 人物 同々が めいめい に を へてゐることが であり に れた かの も、 、 、

樣 自分一人 物事 思 作者 氣附 一人に のやうには を ふものでないと が いたとき それなら ただ より、 、

作者 用 良 作者ゐない は いつたいいかなるリアリズムを ひたら いのであらうか このとき は、 。 、 、

万難 切 一応 幾人 人間 顔 合 人物 思を りぬけて ともかく は もの と を せ さうして それらの の ふと、 、 、

關聯 作者 思想 均衡 中心 向 集中 行ころをある においてとらへ これを の と させつつ に つて して か、 、

小說構造 最困難 中 一番作者 役立 觀察ねばならぬ このやうな の な で に つものは それは でも。 、 、

靈感 想像力 音符なければ でもなく でもない スタイルといふ ばかりのものである しかし、 、 。 。 、

音符 連 力 一 作者 思想 中略この を ねる は ただ つ の である けれども ここに、 。 、 、近代小說にとつ

赦 面倒 怪物 新 發見 來ては ただそればかりでは されぬ な が しく せられて た、 、 中略のである そ。

れは自意識 不安 精神といふ な だ この。 自分 見 自分 新 存在物 人称を る といふ しい としての 生が

役 立 古 一層役 立 來じてからは すでに に たなくなつた いリアリズムでは に たなくなつて たのは、 、 、

云 不便 人 內面 支配 强力ふまでもないことだが はそれのみにはあらずして この 々の を してゐる、 、

自意識 表現 場合 幾 眞實 近 与な の の に らかでも に づけてリアリティを へやうとするなら、 、作家は

早 方法 自身 操作 適合 四人称 發明工夫 限 表現 方も や いかなる かで の に した の をしない り の、 、 、

法はない 風 藻搔のである もうこのやうになれば どんな に かうと。 、 、短篇 作家 死では はただ ぬば

かり 中略だ けれども ここに。 、 作家 樂の しみ 新 生 來が しく まれて たのである それは。 われわれ

四人称 設定 自由 赦には の の が されてゐる、 といふことだ。純粹小說 四人称 設定はこの を して、

新 人物 動 進 可能 世界 實現しく を かし める の を していくことだ また。 何人 企 自由 天地も てぬ の に

与リアリティを へること 中略だ。 日本文學 伝統 文學 文學の とは フランス であり ロシア だ、 、 。

上 日本 日本人 純粹小說 現 作家 筆 折 如もうこの から としての が れなければ むしろ は を るに く、 、

はあるまい。

主張 橫光 論理 從 純粹小說 基本的 純文學 芸術文學ここに されている の に えば は に や、 、

橫光利一 純粹小說論 年 月 改造 全集 第十三卷 頁、  、  、 、 。



異 槪念 他 區別 小說 純粹 特徵 見出とは なった である ここには のジャンルとは される の な を。

橫光 意図 現 特 純粹小說論 史的意義 關そうとする の がはっきり われている にここでは の とも。

連 核心的用語 四人称 意味 考 純粹小說論 中した としての の について えてみることにする の。

提示 四人称 槪念 橫光自身 小說 觀 核心 說明 重要に された という は の の を するための なポ、

考イントになると えるからである。

上記 引用文 純粹小說論 中 純粹小說 條件 長篇の にもあるように の には の として で、 、 、

四人称 發明工夫 强調 純粹小說 長篇あることと の がされていることが されている まず が で。

必然性 中 槪念あることの は おそらくジイドの ロマン・ピュール の の ロマン という、

基本的 長篇小說 指 關連 考 短篇 純が に のことを すのと があるだろうと えられる それでは では。 、

粹小說 短篇 四人称 小說 橫光にはならないのだろうか また では の にはなれないのだろうか。 、 。

全作品 分析 考察 筆者 見解 長篇 純粹小說 及 四人称の を した の によれば であることは び、 、

小說 作 必要條件 決 十分條件 言 短篇 長篇の を るための ではあるが して とは えない よりは の。

方 四人称 純粹小說 書 適合 言 何 純粹小說が の を くのに しているとは えるだろう よりも と。

四人称 全 同 槪念 純粹小說論 發表 前後 多 長篇小は く じレベルの ではない の を にして くの。

說 書 事實が かれていることは だが 一方 短篇小說 書 短で が かれていないわけではなく その、 、

篇小說 中 四人称 要素 十分見出 機械 四人称 發明工夫 書の にも の は せるのである は の によって

代表的 短篇小說 考かれた な ではないかと えられる。

小說 條件 四人称 方法 關係それでは という と という との についてはどうなのだろうか こ。

兩者 關係 考 鍵 芸術 文學 文學 小說 移の の を えるための は から へ そして から への、 、

行 主張 橫光 文學的軌跡 中 見出 考 觀点を した の の に せるのではないかと えられる そしてその か。

考 橫光 新感覺派時代 主 三人称 小說 多 書ら えるとき の には として の が く かれていること、 そ、

對 新心理主義時代 主 一人称 小說 多 書れに し には として の が く かれていること、 非常 參は に

考 全体的 流 大 言 橫光 新感覺派時代 純粹小說になる このような な れから まかに えば の から。 、

論 時代 至 文學的変貌 過程 三人称 時代 一人称 時代 一へと るまでの の は の から の へ そして、 、 、

橫光利一自身 純粹小說論 中 私 自分 試 作品 上海 寢園 紋章 時の で ここでは は の みた、 、 、 、 、 、 、 、

計 花花 盛裝 天使 長篇制作 關 書 結果これらの に するノートを きつけたやうな になつた というふ、 、 、 、

書うに いている。

新感覺派時代 初期作 蠅 日輪 頭 腹 最終作 上海 至の ならびに をはじめ とされる に るまでそのほとんどの、

作品 三人称 書 特徵 神谷忠孝 次 述 橫光利一 新感覺派時代が で かれている この について は のように べている の。 。

作品 意識的 文章技巧 含 作品 氣 三人称の のうち な を む をとりあげてみて がついたことは それらのほとんどが で、 、

書 神谷忠孝 橫光利一論 双文社出版 年 頁かれているということである。   、 、 、 。

鳥 鞭 機械 時間 新心理主義時代 書 作品 一人称 書など に かれた のほとんどは で かれてい、 、 、 、

橫光利一 年 月創元社發行 單行本 機械 序 收錄作品 選定基準る は の の で その の について。 、   、 、

入 昭和六年 九年末 短篇 中 主 同一 形式 作 集ここに れたものは から までの の として の の ばかりを めた、 。

述 收錄作品 機械 時間 惡魔 鳥 馬車 歷史 薔薇 書翰 鞭 榛名と べている ちなみに は。 、

十作品 橫光 言 主 同一 形式 作 基準 一人称 特徵 擧の である の う として の の という におそらく という も。

考げられると えられる。



人称 時代 四人称 發明工夫 目指 時代 移行過程 捉の から の を す への としても えるができる そ。

文學的展開 過程 彼自身 主張 芸術 文學 文學 小說のような の が の する から へ から、 、

密接 重 合 言へのプロセスと に なり っていることは うまでもない。

橫光 文學的展開過程 關連 一 注目 純粹小說論 中このような の と してもう つ したいのは の、

四人称 槪念 說明 提示 自分 見 自分 自意識 不安で という を するために された を る といふ な

精神 槪念 橫光 四人称 說明 用 自分 見 自分 槪という である が を するために いた を る という。

念 單 自我 言 敢 自我 問題 關連 言は なる のことを うのではない えて の に させて うならば、 。 、

自分 中 存在 自分 分 複數 自我 橫光の に しながら の からない の のことである それについて。

純粹小說論 中 現代 一人 人間 人 眼 個人 眼は の で のやうに の が としての と としての と、 、 、 、

個人 見 眼 三樣 眼 持 出現 始 且 作者 眼 持その を る と の を つて し め さうしてなほ つ としての さへ、 、

上 一途 賴 道德 理智 再 分解 今 何 美つた に しかもただ に んだ や までが び せられた になつて が し、 、

反問 橫光 言 人 眼 個人 眼きものであらうか と する ここで の う としての と としての と そ。 。 、 、

個人 見 眼 作者 眼 自分 見 自分 四人称 構成の を る と としての とは を る としての を す、 、

複數 小說 的自我 創造可能性 言 表 槪念 橫光 新感覺派る の の を い すための であろう そして が。

時代 芸術 天才 關係 注目 新心理主義時代 文學に と の について したこと また に と、 、

人間 關係 注目 關連 言 純粹小說論 時代 小說の について したこととの で えば には と、

自分 自分 見 自分 關係 注目 一連 理解を る の について した のプロセスとして することがで

連續点 三人称 一人称 一人称 四人称 發明きる その に から へ また から の。 、 、 、

工夫 移行 介在 言へと したプロセスがさらに してくることは うまでもない。

最後 注目 純粹小說論 結末 飾 文章 意味 上記 引用文に したいのは の を る の である の にも、 。

橫光 純粹小說論 結末部分 日本文學 伝統 文學あるように は の に の とは フランス であり、 、 、 、

文學 上 日本 日本人 純粹小說 現 作家ロシア だ もうこの から としての が れなければ むしろ は。 、 、

筆 折 如 書 文章 二 觀点 分 考を るに くはあるまい と いている この は つの に けて えることができ。 。

一 日本文學 伝統 文學 文學 述 日本る まず つは の とは フランス であり ロシア だ と べ。 、 、 、 。 、

近代文學 源流 西洋文學 受容史 中 成 立 認 点 一の が の の で り っていることを めている そしてもう、

上 日本 日本人 純粹小說 現 作家 筆 折つは もうこの から としての が れなければ むしろ は を、 、 、

如 述 西洋文學 伝統 對 新 日本文學創造 必要性 唱るに くはあるまい と べ の に する しい の を え。 、

点 要 新 日本文學的伝統 在 方 純粹小說 中 求ている である するに その しい の り を の に めてい。 、

橫光 新感覺派時代 西洋文學 流 積極的 受容 成るわけである の が の れを に することによって り。

立 新心理主義時代 西洋文學 流 変容 成っていたとすれば は の れを していこうとするところに り、

立 言っていたと える 延長線上 言 彼 純粹小說論 中 日本 日本人その で えば が の で から と。 、

橫光 新感覺派時代 西洋文學及 文芸思潮 積極的受容 成立 橫光 書 文の が び の のもとで していることは の いた

章 隨所 確認 本稿 議論 取 扱 新心理主義時代 積極的 受容の で することができる での でも り った が には な、

変容 特徵 多 見 例 伊藤整 新心理主義文學 年 月 中 述というよりは への が く られる えば が の で。 、   



純粹小說 目指 主張 日本近代文學 成立 及しての を さなければならないと したことは の に ぼし、

西洋文學的伝統 影響 認 西洋文學的流 乘 越 新 日本文た の を めつつ そのような れを り えた しい、

學 伝統 成立 橫光 作家的志向 極点 捉 先の を せしめようとした の の として えることができる ほど。

述 文壇 當時 常 何 新 求 續 橫光利一も べたように へのデビュー から に らかの しさを め けてきた に、

純粹小說論 時代 注目 小說 關連 言說 芸術 文學とって に されたあらゆる の は から、 、

關心 経 見 小說家 的使命 必然的への につながるプロセスを るなかで つけられた にもとづく

意志表明 一 意味付の つとして けることができる 。

むすび

芸術 英語 文學 小說 何 辭書は で であり は である それでは は であろうか を、 。 、 。

參照 小說 言葉 當 英語 大体 三 出にすると という に る は と そして の つが てく、

實際 橫光 純粹小說論 發表 前後 意識 始 小說 觀る に が の を にして し めた は おそらく。 、 、

三 要素 含 槪念 考その つ ・ ・ の をすべて む ではないかと えられる そして。

觀点 考 彼 新感覺派時代 新心理主義時代 注目 芸術その から えると の と において された と、

文學 的要素 强調 槪念 對 純粹小說論 時代というのは がより された であるのに し、

意識 始 小說 的要素 的要素 前提 可能に し めた というのは と を にした の、

性 總体的槪念 說明 芸術 文學 文學 小說をさす として できる このように から へ そして から へ。 、 、

展開 橫光 文學的生涯 時期 一見大 斷絶と していく の は それぞれの ごとに きな のようだが しか、 、

內容 見 常 新 新 創 出 孤軍奮鬪 過しその をよく ると に しい しい を り すための の、

日本 新心理主義文學 意識 流 小說 直接べているように の は ジョイスやプルーストによる の れ からの、 、

的 影響 成立 言 橫光 方法な のもとで している と われている が しかし はジョイスやプルーストの にそれ、

感心 次 文章 態度 現 失 時 求ほど していない の にはその がよく われている ユリシイズ や ひし を め。 。

て 企 甚 簡單 馬鹿 誰 氣 起の ては だ なものである ただあれほどの なことを もする が らなかつただけなの。

一日中 人間 行動 一日 撮影 鳩 音 出 本物 鳩 使 擬だ の の を かかつて することは の を さんとするとき の を ふ。 、

音 脫法行爲 違 明 点 脫法者の とどこが ふのであろう ジョイスもプルーストも らかにこの にかけては だ。 。

中略 現實 暗面 現實 暗面 暗面 文字の なるほど には はあるであらう しかし といふものは では、 。 、 、

絶對 表現 出來 成功 人間心理 暗面 描 暗面に することは ない ユリシイズの は の を いたことではなく と。 、 、

凡 文字 逃 余白 等 誰 明瞭 身 調査は そ から げていく そのものに しいといふことを よりも に をもつて したこと

中略 一度 必 誰 徒勞 疲勞にある は ず かがしなければならなかつたであらう な それをしてくれたも。

橫光利一 覺書 現實界隈 年 月 改造 全集 第十のは プルーストとジョイスである、 。 、  、  、

三卷 頁、 。

川端康成 橫光 純粹小說論 意義 要 現代小說 書 就は の の について するに はいかに くべきかに て、 、 、

一 答案 一 試案 一層 云 現代作家 努 現の つの または つの であるとし はつきり へば であらうと め、 、 、 、 、

代作家 運命 追 橫光利一氏 小說 書 來 書 志であるべき に はれてゐる が いかに を いて たか また かうと し、 、 、

告白 說明 川端康成 純粹小說論 反響 川端康成全集 第三十てゐるかの である と している の、 。 。 、  

一卷 新潮社 年 頁、 、 、 。



程 捉 見逃 新感覺派時代として えることができる しかしここで してはならないことは たとえ。 、

新心理主義時代 芸術 文學 用語 使 言 實際 橫光 書 續と に や という を ったとは え に が き けたのはあ、

小說 事實 結局 橫光 文學的変貌 過程 小說 芸術くまでも だったという である の の は を。 、 、

見 文學 見 或 小說 自体 見としての るか として るか いは それ として るかという それぞれの、 、 、 、

時期 觀点 違 解釋 觀点 言 橫光 文學的生涯及における の いとしても できる その から えば の びそ。 、

特徵 芸術的小說 文學的小說 文學的小說 小說的小說のプロセスの は から へ そして から への、 、

志向 見出 橫光利一 新感覺派時代 新心理主義時というところに すこともできよう にとって や。 、

代 純粹小說論 時代 成立 彼 芸術 文學 槪念があったからこそ が できたように にとって や という、

自覺 常 新 小說 造 必然的 過程 存在 認識への は に しい りのための な として していたと すべき、

であろう。

本稿 論旨 一貫性 橫光利一 文學的言說 見ただし ではテーマ の をたもつために の に られる、 、

芸術 文學 小說 用語 意味 限定 議論 本稿や そして という の に して したが のテーマ、

幅廣 視野 議論 芸術 何 文學 何 或をより い から するためには とは か とは か いは、 、 、 、

小說 何 文芸一般論 相互關連 問題化 必要とは か といった との のなかで する がある そのこ、 。

含 論点 擴 今後議論 場 改 詳論とを めた の がりについては の を めて していくことにする、 。

最後 本論 議論 內容 要約 含 新感覺派時代 新心理主義時代 経 純に で した の を め から を て、 、

粹小說論 時代 橫光 文學的展開過程及 特徵 簡略 表へとつながる の びその を に でまとめてみると

次のようである。

時代區分
特徵的要素 新感覺派時代 新心理主義時代 純粹小說論 時代

槪略 期間の

表面的 立脚点な 芸術 文學 小說

視点 工夫の 三人称 一人称 四人称

作品 長の さ 主 短篇に 短篇 長篇から へ 主 長篇に

人間 觀 天才 觀点への 人間 觀点への 自分 觀点への

西歐文學 對 態度に する 西歐文學 受容の 西歐文學 変容の 新 日本文學 創造しい の
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要 旨

橫光利一 年 文學的生涯 大 初期 新感覺派時代 年 中期の は まかに の の、 、

新心理主義時代 年 純粹小說論 時代 年 以降 三 分 考そして の つに けて えるこ、

橫光 自分 新感覺派時代 新心理主義時代 轉換期 芸術 文學とができる は の から への を から。 、 、

目指 時期 述 新心理主義時代 純粹小說論 時代 至 時期を した だったと べている そして から へと る。 、

芸術 文學 異 小說 意味 主張 始 作家的態度に や とは なる の について し める このような のプロセス、 。

明 彼自身 作家的本領 明 上 當時 文壇を らかにすることは おそらく の を らかにする でも また その の、 、 、

史的狀況 明 上 非常 重要 考 本稿 大正を らかにする でも に なポイントになると えられる そこで では、 。 、

末 昭和初頭 日本 小說文壇 流 主導 橫光利一 文學的軌跡 辿から にかけて の の れを してきた の を りながら、

彼自身 時期 主張 芸術 文學 小說 一体何 探がそれぞれの に する と そして とは だったのかを り、

通 橫光利一 作家 目指 一体何 議論 本稿そのことを して という が したものが だったのかについて した で。

議論 內容 簡略 要約 次した を に してみると のようである。

橫光 新感覺派時代 國外的 第一次世界大戰 發生の は に をきっかけにして したあらゆるモダニズム、

芸術 呼 前衛芸術 影響 國內的 關東大震災 衝擊アヴァンギャルドと ばれる のたぐい からの と に の によ、

美 的価値觀 破壞 精神史的危機 中 成立るあらゆる の による の で している。

橫光 新感覺派時代 芸術 象徵 或 芸術家 天才 關係 新心は に と いは と の について、 、

理主義時代 文學 人間 關係 純粹小說論 時代 小說 自分に と の について また に と、 、

自分 見 自分 關係 注目 彼 新感覺派時代 主 三人称 作を る の について しており これは が に に の、 、

品 新心理主義時代 主 一人称 作品 純粹小說論 時代 四人称 發明工夫 通を に に の を また に の を し、 、 、

新 純粹小說 創造 目指 深 關連た しい の を したことと い がある。

彼 宣言 芸術 文學 轉換 及 文學 小說 移行 西洋文の した から への び から への は、 、

學 積極的 受容 態度 西洋文學 自覺的 変容 過程を に しようとする から を に していこうとする そしてその、

受容 変容 段階 乘 越 新 日本文學 建設 目指 一連 作家的態度表明と の を り えた しい の を すための の のプロ

讀セスとして むことができる。

芸術 文學 小說 象徵 天才 人間 自分 四人称キーワード ・ ・ ・ 、 、 、 、
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